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学校教育目標
・意欲をもち 自主的に学習する生徒
・人と郷土を愛し 進んで奉仕する生徒
・健康で はつらつとした生徒

＜分散登校～授業中の様子＞

≪学校運営協議会本格実施３年目を迎えました！≫
下野市各校の「学校運営協議会制度」も、本格実施から早３年目を迎えました。本校においても、

毎年、学校の教育活動を内から外からご確認いただき、大変貴重なご意見をいただいております。
本年度第１回の会議を４月２０日（月）に予定していましたが、新型コロナウイルス感染症対策の

ため、学校にお集まりいただくことなく、当日の資料を委員さんに送付して、ご意見をいただく形に
しました。なお、本年度の委員の方々は以下のとおりです。学校運営協議会においても、円滑な小中
連携を図るため、本年度より、本校並びに国分寺小学校の教頭が、互いの学校運営協議会の委員にな
ることにしました。 ＜敬称略＞

１ 平井 勲 ５年目 元ＰＴＡ会長 ７ 贄田 浩邦 新 任 ＰＴＡ会長

２ 間中 康夫 ４年目 博物館職員 ８ 髙橋 修一 新 任 国分寺小学校教頭

３ 中祖 光隆 ４年目 地域住民 ９ 石﨑 雅也 ３年目 校長

４ 大久保 武 ３年目 地域住民 10 石﨑 真清 新 任 教諭(地域連携教員)

５ 伊藤 敬子 ３年目 地域住民 上野 一成 国分寺公民館職員
(オブザーバー) (学校地域協働活動推進員)

６ 大山 美千子 新 任 地域住民

第１回の会議の主たる内容の１つに「本年度の学校教育目標並びに学校経営方針」への承認をいた
だくことがあります。そこで、「目指す生徒像・学校像・教師像」や「学校経営の方針と本年度の努
力点」に係る資料をお読みいただき、委員の方々の承認をいただくとともに、ご意見をお寄せいただ
きました。
その内の「学校経営全体構想図」については、裏面に載せておきましたので、保護者の皆様にもご

確認いただきますようお願いいたします。特に、本年度は、「新型コロナウイルス感染症への対策」
並びに「『地域とともにある学校』づくりの推進」を重点事項として挙げてあります。後者について
は、本校が本年度、県教委より「学校と地域の連携推進モデル事業（頑張る学校・地域！応援プロジ
ェクト）」の研究指定校に選ばれたことも機に、力を入れていきたいと考えています。
それでは、委員の皆様には、一年間いろいろとお世話になりますが、よろしくお願いいたします。

＜委員の皆様からのご意見＞
○新型コロナウイルス感染症対策や学校臨時休業の影響に対し、学校行事や部活動大会のもち
方、授業の進め方等に多大な配慮を要する。

○「すべての活動は子供（生徒）達のために」を基本理念に、楽しく学べる学校にしてほしい。
○人間の脳が持つ本能の１つ「知りたい」を刺激する必要がある。よって、教師の役割は生徒達
に興味をもってもらうことである。興味をもち、授業や学校が楽しいと感じれば、教育目標も
簡単に達成できるであろう。

○生徒達に本を読んでもらう方法として、担任の先生方がホームルーム等で、自分が読んでおも
しろかった本を紹介するというものがある。

○学校教育目標（目指す生徒像）等に、特に問題は見受けられない。
○新型コロナウイルス感染症対策では、学校として苦悩することも多いであろうと推察する。
○現在の「日本式学校教育」の優れた点を生かしながら、時代の進歩に伴う課題、予測が難しい
社会の中で、生き抜く力をつけるための実践的教育の必要性を強く感じる。
⇒地域とともにある学校を目指し、学校と地域が一体となって教育を行っていく、解決してい
くことが重要である。

＜その他＞
○先生方のご健康を祈り、生徒の皆さんが一日も早く元のような生活を送れますよう、願ってい
ます。

○誰も経験したことのない状況の中、頑張ってください。
○他校の資料を拝見する機会は初めてであるため、大変参考になりました。（国小教頭先生）



令和２年度 下野市立国分寺中学校 学校経営全体構想図

各教育関係法規、中
学校学習指導要領、

『栃木県教育振興基 学校教育目標（目指す生徒像） 国分寺中
本計画2020－教育 ・ 意欲をもち 自主的に学習する生徒 学校区
ビジョンとちぎ－』、 ・ 人と郷土を愛し 進んで奉仕する生徒 小中一貫
『下都賀地区学校教 ・ 健康で はつらつとした生徒 教育計画
育の重点』、『下野市
学校教育計画』等

目指す教師像
生徒、保護者や地域 「自ら学ぶ者こそ教師」（反省的実践者）
の実態、生徒や保護 スローガン：「すべての活動は子供達のために」
者の願い、地域の期 １ 生徒一人一人を理解し、信頼し、伸ばす教師
待、教師の願い、学 ２ 教材研究を大切にし、確かな学力を保証する教師
校を取り巻く環境・ ３ 自己啓発に励み、専門職として責務を果たせる教師
条件 、学校の歴史 ４ 組織の一員として、積極的に分業と協働のできる教師

目指す学校像
「明るく きびきびと活動する 温かい学校」
スローガン：「当たり前のことをこつこつと」

＜明るい学校＞ ＜きびきびと活動する学校＞ ＜温かい学校＞
・ 生徒にとって居がいがあり ・ 生徒・教職員に判断力が身 ・ 生徒・教師・保護者・地域
「明るさ」の保証された学校 に付き、その活動が機敏で活 の方々などが、互いにしっか
・ 生徒が喜びのエネルギーを 気のある学校 りと話し合ったり相談し合っ
もち、学校に行くのが楽しみ たりできるような人間関係が
とする学校 できた学校

学校経営の方針
(１) 教育目標具現のため、努力点や具体策を明確にし、学校・学年・学級の一貫した経営に当たる。
(２) 本校の地域及び生徒の実態と学習指導要領の趣旨を踏まえた教育課程を工夫・編成し、特色ある教育活動
を展開する。

(３) 生徒の学び合いの学習活動と基礎・基本を重視した学習指導の徹底を図り、「学ぶ力」を育む。
(４) 「豊かな心」を育むため、生徒と教師の確かな信頼関係と生徒同士の豊かな人間関係を基盤とした道徳教
育を推進するとともに、温かい学年・学級経営に努める。

(５) 健康で活力ある生活を支え、「健やかな体」を育むため、健康・安全課題への適切な対応に努める。
(６) 特別な支援を必要する生徒のもつ特性について共通理解し、個別指導計画を作成し、全職員で支援に努める。
(７) 教職員の人権に関わる資質・能力の向上に努め、全教育活動を通した人権教育を推進する。
(８) 特別活動並びに総合的な学習の時間におけるキャリア教育の充実を図るとともに、小・中９年間を見通し
た系統的なキャリア教育・進路指導に努める。

(９) いじめや不登校、非行問題には、全職員協力して、迅速かつ誠意ある対応をとるとともに、専門機関との
緊密な連携・協力に努める。

(10) 小・中９年間の連続性や系統性を重視した小中一貫教育を更に推し進める。
(11) 情報教育推進の趣旨及びねらいの理解の徹底を図り、セキュリティ及び情報管理をする。
(12) 家庭・地域社会・関係機関等を活用し、学校外での体験活動を推進するとともに、学校運営協議会やＰＴ
Ａ組織等との連携・協力により、地域とともにある学校づくりに努める。

(13) 全教職員が危機意識をもち、実際に機能する危機管理体制の確立に努める。

本年度の努力点
(１) 新型コロナウイルス感染症に対する万全な対策 (２) 「本校ならでは」の教育の発展・充実
(３) 「地域とともにある学校」づくりの更なる推進 (４) 教職員の資質・能力の向上
(５) 不登校生徒対策の充実 (６) 次期学習指導要領完全実施に向けた準備

学校課題
研究主題：「主体的に学ぶ生徒の育成を目指して」
～学習指導要領改訂の趣旨を捉えた授業の構築～


